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は じ め に 

近年における全国的な少子化傾向のなか、本市においても児童・生徒数は

年々減少していく傾向にあります。この傾向は、今後ますます顕著となってい

くものと考えられることから、学校規模の小規模化、過小規模化により予測さ

れる子どもたちの教育環境を、より望ましい環境に整備し、確保するという観

点に立って、上天草市の小・中学校における施設整備を含めた学校運営全般の

見直しを検討する必要があります。 

本市教育委員会では、こうした少子化による児童・生徒数の減少による市内

小・中学校の小規模校化、過小規模校化、また、教育環境の変化に伴う子ども

たちへの影響等、これらの課題を検討するため、平成１８年６月に有識者、市

内各種団体の代表者、保護者代表、学校関係者などからなる２５名で構成され

た「上天草市公立学校規模適正化審議会」（以下審議会という。）を設置、「上

天草市公立学校規模適正化について」諮問しました。 

審議会では、約１年１ヶ月、先進地視察等を含め１２回にわたって審議を重

ねられ、平成１９年７月２０日に上天草市公立学校規模適正化について答申が

なされたところです。 

答申では市立小・中学校の適正規模及び配置について、各学校間の規模格差

の問題、また、それに起因する教育活動の格差の問題等が指摘されています。

全国的な少子高齢化が進む中で市内における過小規模校の増加が懸念されて

おり、学校数においても現在の児童・生徒数からすると、小・中学校合わせて

２５校（外分校１）は多すぎることも指摘され、適正化に向けた基本的な考え

方の中では、小規模校、過小規模校が抱えるメリット、デメリットについても

示されています。さらに、「小規模校にも複式学級にもそれぞれの長所がある

ことを十分理解し合ったうえで、やはり現行のままの体制では教育効果の向上

は図れない。」、「児童・生徒が学力の向上をめざし、人格を培っていくには集

団の中で協力し、助け合い、切磋琢磨し合う環境は大切な要因である。」また、

「児童・生徒の教育環境の整備を中心に据えながら、同時に地域改革の一環と

して位置づけ総合的に審議してきた。」とされています。このほかにも適正化

に向けた具体的な方策、方針とその実現にあたっての留意事項等が示されてい

ます。 
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上天草市教育委員会では、この答申を十分に尊重し、子どもたちにとってよ

りよい教育環境の確保を目指し、現在上天草市が抱える学校規模の小規模化、

過小規模化による課題に対応すべく、学校規模の適正化に向けて、ここに「上

天草市公立学校規模適正化基本計画」を策定しました。 
 

１．市立小学校・中学校の現状と課題 

上天草市の学校配置は、大矢野町に小学校７校（外分校１）、中学校３校、

松島町に小学校４校、中学校３校、姫戸町に小学校２校、中学校１校、龍ケ岳

町に小学校３校、中学校２校となっており、市全体では小学校１６校（外分校

１）、中学校９校の計２５校（平成１９年度現在）となっています。 

児童・生徒数は昭和５５年度に６,０３４人（小学校児童数３,９２９人・中

学校生徒数２,１０５人）が在学していましたが、昭和６０年には５,６９９人

（小学校児童数３,６８７人・中学校生徒数２,０１２人）にまで減少し、現在

では２,９３３人（小学校児童数１,８５０人・中学校生徒数１,０８３人）とな

っており、平成２５年度には推計で２,３０１人（児童数１,３９９人・生徒数

９０２人）にまで減少する見込みです。  

文部科学省の基準によれば、小・中学校の適正規模は１２学級から１８学級

となっていますが、上天草市で、現在（平成１９年度）この適正規模を維持し

ている学校は、小学校１６校のうち１校、中学校は９校中１校と、全２５校中

２校のみで、小規模校（国の基準：６学級～１１学級）が１９校、複式学級を

有する過小規模校（国の基準：１学級～５学級）は、小学校で４校と１分校、

中学校で１校となっており、学校間の規模の格差はますます大きくなってきて

います。また、遠距離通学の対象（小学校４ｋｍ以上、中学校６ｋｍ以上）と

なる子どもたちの通学の現状を見てみると、約３割の子どもたちが路線バスや

スクールバスを利用して通学しており、残りの約７割の子どもたちは徒歩や自

転車等で通学しています。地理的条件等の違いはありますが、ここでも学校間

の格差が生じています。 

今後、学校規模適正化を進めていくうえで、学校規模の格差や通学方法等地

域間の格差の解消を図る必要があり、併せて一部地域で見られる隣接した複数

の学校区（就学区域）の見直しを検討する必要があると考えます。 
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２．学校規模適正化の必要性について 

学校における子どもたちの教育効果は、一定規模の集団の中で学び、生活し

ていくことによって、より高められるものと考えられます。 

小規模校、過小規模校にもそれぞれにメリット、デメリットがあり、一方か

らの視点のみで結論づけることはできませんが、子どもたちが一体感のある充

実した集団活動を展開し、豊かな学校生活をおくるために、様々な観点からよ

り望ましい学校規模を検討していくことが必要だと考えます。 

教育面を考えてみると子どもたちは、集団の中で学習することはもちろん、

多くの友人の性格や行動、考え方や価値観と接するなど、多様な人間関係のな

かで切磋琢磨しながら社会性や協調性、連帯感を培い、成長し発達していきま

す。そういう意味で、集団は単に個人の集まりではなく、子どもたちが互いに

影響し合いながら人格を形成していく場であるということができ、こうした

「集団の持つ教育力」によって互いに学び合うとともに、社会のルールやマナ

ーも学び取りながら、それぞれに成長していきます。 

また、子どもたちの指導の面では、特定の教師の目だけではなく、複数の

教師の目で多様に子どもをとらえることによって、子どもへの指導のバリエ

ーションが増え、個々に応じた指導が一層可能になることが考えられます。 

しかし、学校の小規模化が進むと、クラス替えができないため生活面にお

いて人間関係が固定化し、子どもたちの多様な交流の機会が少なくなり、勉

学やスポーツにおいて切磋琢磨ができにくい面があります。さらに運動会や

学芸発表会など、学校行事での種目や演目に限界があり、一人ひとりの役割、

負担が大きくなることなどが懸念され、子どもたちの興味や関心に対応でき

る多様な部活動等が成立しないなどの課題もあります。 

子どもたちがたくましく育ち、社会性や協調性を養うとともに、向上心、

創造性を培い、多面的思考や公正な判断力、生きる力などを身につけていく

には、一定規模以上の学級数を確保することが望ましいと考えます。 

本市教育委員会ではこれらの考えを基に、次代の上天草市を担う子どもたち

の生きる力を育む環境を整備し、学校教育の一層の充実を図るためには、一定

規模の学校が適正に配置される必要があると考え、学校規模の適正化に取り組

みます。 
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３．学校規模適正化の基本的な考え方 

本市教育委員会では、学校規模の小規模化、過小規模化が進む中で、子ども

たちに良好な教育環境を提供していくため、文部科学省で定められている適正

規模に近づけていくことを基本としますが、本市の地理的条件、歴史的な背景

等を考慮し、まず複式学級を回避することを念頭におき、地域の枠組みを考慮

しながら、現在１６校ある小学校と１分校を「６小学校」に、また、９校ある

中学校を「４中学校」に統合します。 

今後、この基本計画を進める際の留意点として「地域住民の理解」、「児童生

徒の生活圏（交遊関係、遊び場等）」、「通学距離、通学時間、通学路の安全性」、

「施設設備等の改善」などに配慮し、計画を進めます。また、計画実施にあた

っては、対象となる学校区の児童・生徒やその保護者の皆様はもちろんのこと、

地域の皆様方に理解と協力を得ることが最も大切なことであることから、関係

する学校区ごとに説明会を開催し、周知を図るとともに、学校規模適正化の必

要性について共通理解を図りながら進めていきます。 

なお、この基本計画の期間は、市の財政状況や今後の学級編制基準、児童・

生徒数の動向等を踏まえ、平成２０年度から平成２８年度までの９年間とし、

基本計画に沿って段階的に推進します。 

 
※ 本計画では、現在複式学級を有する学校、また、今後複式学級化が懸念される学校 

へ、より早く対応したいとの考えから、答申と比較した場合、時期、校数等に関し

ての違いが生じています。 
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４．基本計画 

 本計画は、児童・生徒の減少による学校規模の小規模化、過小規模化への適

切な対応と教育環境の整備を図るため、平成２０年度から取り組みます。 

 また、統合に向けて取り決めが必要となる新学校名、校歌、制服、ＰＴＡ

運営、学校行事、閉校式等の事項及び通学方法に関しては、統合計画年度の

２年前より地域住民関係者、児童・生徒の保護者、学校関係者により統合準

備委員会（仮称）を組織し、協議を行ってもらう方向で調整します。 

 

平成２０年度から平成２８年度までの具体的対応 

 

① 姫戸小学校と牟田小学校の統合 

牟田小学校は現在複式学級を有しており、姫戸小学校においても小規模校

化が進んでいることから、２校を統合します。 
○ 牟田小学校と姫戸小学校を統合し、１小学校区とします。 
○ 統合の時期は平成２２年４月１日とします。 

○ 統合後の学校の位置は、現在の姫戸小学校とします。 

○ 通学方法については、学校間の距離が５．５ｋｍと遠距離になるため、

スクールバスの運行について検討します。 

 
② 今津小学校と樋合小学校の統合 

樋合小学校は現在複式学級を有していることから、今津小学校と統合しま

す。 
○ 樋合小学校と今津小学校を統合し、１小学校区とします 

○ 統合の時期は平成２２年４月１日とします。 

○ 統合後の学校の位置は、現在の今津小学校とします。 

○ 通学方法については、学校間の距離が８．５ｋｍと遠距離になるため、

スクールバスの運行について検討します。 
 

③ 上小学校と上北小学校の統合 

上北小学校は小規模校化が進行し、複式学級化が懸念されることから、上

小学校と統合します。また、湯島小学校については通学方法等解決しなけれ

ばならない問題がありますが、湯島中学校の統合に合わせ、平成２５年度に

統合する方向で検討します。 
○ 上小学校と上北小学校を統合し、１小学校区とします。 

○ 統合の時期は平成２３年４月１日とします。 

○ 統合後の学校の位置は、現在の上小学校とします。 
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○ 通学方法については、学校間の距離は約３ｋｍですが通学区域の一部に

４ｋｍを超える地域があるため、スクールバスの運行について検討します。 

 

④ 龍ケ岳中学校と大道中学校の統合 

龍ケ岳中学校、大道中学校ともに小規模校化が進んでいることから、２校

を統合します。 
○ 龍ケ岳中学校と大道中学校を統合し、１中学校区とします。 

○ 統合の時期は平成２３年４月１日とします。 

○ 統合後の学校の位置は、現在の龍ケ岳中学校とします。 

○ 通学方法については、一部の地域において通学距離が６ｋｍを超えるた

め、スクールバスの運行、路線バスの利用等について検討します。 

 

⑤ 高戸小学校と樋島小学校の統合 

高戸小学校、樋島小学校ともに小規模校化が進み、高戸小学校は、現在複

式学級を有しており、樋島小学校も複式学級化が懸念されることから、２校

を統合します。 

○ 高戸小学校と樋島小学校を統合し、１小学校区とします。 

○ 統合の時期は平成２３年４月１日とします。 

○ 統合後の学校の位置は、現在の高戸小学校とします。 

○ 通学方法については、一部の地域において通学距離が４ｋｍを超えるた

め、スクールバスの運行について検討します。 

   

⑥ 今津中学校と教良木中学校の統合 

教良木中学校は、小規模校化が進んでいることから、今津中学校と統合し

ます。 
○ 今津中学校と教良木中学校を統合し、１中学校区とします。 

○ 統廃合の時期は平成２４年４月１日とします。 

○ 統合後の学校の位置は、現在の今津中学校とします。 

○ 通学方法については、学校間の距離が１０ｋｍと遠距離となるため、ス

クールバスの運行について検討します。 
 

⑦ 大矢野中学校と維和中学校と湯島中学校の統合 

維和中学校、湯島中学校については小規模校化が進んでいることから、大

矢野中学校と統合します。 
○ 大矢野中学校と維和中学校、湯島中学校を統合し、１中学校区とします。 

○ 統合の時期は平成２５年４月１日とします。 
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○ 統合後の学校の位置は、現在の大矢野中学校とします。 

○ 通学方法については、維和地区は大矢野中学校まで６ｋｍ以上と遠距離

であることから、スクールバスの運行等について検討します。また、湯島

中学校については「通学船による通学」と「寄宿舎からの通学」の２つの

方法について検討します。 
 

⑧ 上小学校と上北小学校の統合校と湯島小学校 

湯島小学校は、湯島中学校の統合が平成２５年度に計画されていることか

ら、中学校と同じ年度に統合する方向で計画を進めます。 

○ 上小学校と上北小学校の統合校と湯島小学校を統合し、１小学校区とし

ます。 

○ 統合の時期は平成２５年４月１日とします。 

○ 統合後の学校の位置は、現在の上小学校とします。 

○ 通学方法については、通学船を確保する方向で検討します。 

 

⑨ 高戸小学校と樋島小学校の統合校と大道小学校の統合 

大道小学校は小規模校化が進行し、複式学級化が懸念されることから、高

戸小学校と樋島小学校の両統合校と統合します。 

○ 高戸小学校と樋島小学校の統合校と大道小学校を統合し、１小学校区と

します。 

○ 統合の時期は平成２５年４月１日とします。 

○ 統合後の学校の位置は、現在の高戸小学校とします。 

○ 通学方法については、大道地区のほとんどの児童が通学距離４ｋｍを超

えるため、スクールバスの運行について検討します。 
 

⑩ 今津小学校と樋合小学校の統合校と教良木小学校 

教良木小学校は小規模校化が進行し、複式学級化が懸念されることから、

今津小学校と樋合小学校の両統合校と統合します。 

○ 今津小学校と樋合小学校の統合校と教良木小学校を統合し、１小学校区

とします。 

○ 統合の時期は平成２６年４月１日とします。 

○ 統合後の学校の位置は、現在の今津小学校とします。 

○ 通学方法については、学校間の距離が約９．５ｋｍと遠距離となるため、

スクールバスの運行について検討します。 
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⑪ 今津中学校と教良木中学校の統合校と阿村中学校 

阿村中学校は、平成２７年度に今津中学校及び教良木中学校の両統合校と

統合します。 
○ 今津中学校と教良木中学校の統合校と阿村中学校を統合し、１中学校区

とします 

○ 統合の時期は平成２７年４月１日とします。 

○ 統合後の学校の位置は、現在の今津中学校とします。 

○ 通学方法については、一部の地域において通学距離が６ｋｍを超えるた

め、スクールバスの運行について検討します。 

 

⑫ 維和小学校と中北小学校と中南小学校の統合 

維和小学校と中北小学校と中南小学校については、平成２８年度に３校を

統合します。 
○ 維和小学校と中北小学校、中南小学校を統合し、１小学校区とします 

○ 統合の時期は平成２８年４月１日とします。 

○ 統合後の学校の位置は、敷地選定を含め今後検討していきます。 
○ 通学方法については、学校の位置が決まり次第通学路を決定し、スクー

ルバスの運行等地域の実情に応じて取り組みます。 

 

⑬ 今津小学校、樋合小学校、教良木小学校３校の統合校と阿村小学校の統合 

阿村小学校については、平成２８年度に今津小学校及び樋合小学校、教良

木小学校３校の統合校と統合します。 
○ 今津小学校、樋合小学校、教良木小学校の統合校と阿村小学校を統合し、

１小学校区とします 

○ 統合の時期は平成２８年４月１日とします。 

○ 統合後の学校の位置は、今後検討していきます。 
○ 通学方法については、学校の位置が決まり次第通学路を決定し、スクー

ルバスの運行等、地域の実情に応じて取り組みます。 
 
おわりに 

今後、この基本計画の実施にあたっては、学校統廃合及び施設整備の進捗状

況や、刻々と変化する社会情勢等に対応しながら更に検討を重ね、児童・生徒

の立場に立った、よりよい教育環境の整備、充実を目指していきます。 
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資料 １ 小学校の統合について 

学  校  区 使用施設名 統合の時期 

１ 登立小学校 登立小学校 ･現状維持 

２ 

上小学校 

湯島小学校 

上北小学校 

現上小学校 

･上小学校と上北小学校は平成 23年 4月 1日統合 

･上記統合校と湯島小学校は平成 25年 4月 1日統合 

３ 

維和小学校 

中北小学校 

中南小学校 

江後分校 

未定 

･中南小学校と江後分校は平成 20年 4月 1日統合 

･維和小学校・中北小学校と中南小学校は平成 28年 4

月 1日統合 

４ 

 

今津小学校 

樋合小学校 

教良木小学校 

阿村小学校 

現今津  

小学校 

 

（未定） 

･今津小学校と樋合小学校は平成 22年 4月 1日統合 

･上記統合校と教良木小学校は平成 26年 4月 1日統合

 

･上記統合校と阿村小学校は平成 28年 4月 1日統合 

５ 
姫戸小学校 

牟田小学校 

現姫戸  

小学校 

･姫戸小学校と牟田小学校は平成 22年 4月 1日統合 

６ 

高戸小学校 

樋島小学校 

大道小学校 

現高戸  

小学校 

･高戸小学校と樋島小学校は平成 23年 4月 1日統合 

 

･上記統合校と大道小学校は平成 25年 4月 1日統合 

資料 ２ 中学校の統合について 

学  校  区 使用施設名 統合の時期 

１ 

大矢野中学校 

維和中学校 

湯島中学校 

現大矢野 

中学校 

･大矢野中学校・維和中学校と湯島中学校は平成 25年

4月 1日統合 

２ 

阿村中学校 

今津中学校 

教良木中学校 

現今津  

中学校 

･今津中学校と教良木中学校は平成 24年 4月 1日統合

･上記統合した中学校と阿村中学校は平成 27年 4月 1

日統合 

 ３ 姫戸中学校 姫戸中学校 ･現状維持 

４ 
龍ヶ岳中学校 

大道中学校 

現龍ヶ岳 

中学校 

･龍ケ岳中学校と大道中学校は平成 23年 4月 1日統合
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資料３ 人口及び児童・生徒数の推移

（１）　人口の推移

　　　上天草市の総人口を国勢調査で見てみると、昭和３５年５１，４３９名だった人口は、平成１７年には

　　３２，５０４名まで減少し、さらに今後も減少していくことが予測される。

年 総人口
S35 ######
S40 ######
S45 ######
S50 ######
S55 ######
S60 ######
H2 ######
H7 ######
H12 ######
H17 ######

（２）　児童・生徒数の推移

　　　児童・生徒数の推移をみると、昭和３５年の１２，６５２名から年々減少し、平成１７年には３，１４８名に

　　減少している。近年の上天草市の出生数からも今後児童生徒数は減少していくと予測される。

　　　ちなみに平成１７年度中の上天草市の出生者数は２０４名となっている。これは平成３年度出生者数

　　の３８０名から半数近くに激減している。

年 児童生徒数
S35 ######
S40 ######
S45 9,061名
S50 7,141名
S55 6,280名
S60 5,699名
H2 5,064名
H7 4,523名
H12 3,766名
H17 3,148名
H22 2,549名

児 童 ・生 徒 数

0名

2,000名

4,000名

6,000名

8,000名

10,000名

12,000名

14,000名

児童生徒数 12,652 11,425 9,061名 7,141名 6,280名 5,699名 5,064名 4,523名 3,766名 3,148名 2,549名

S35 S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22

総　　人　　口

0名

10,000名

20,000名

30,000名

40,000名

50,000名

60,000名

総人口 51,439名47,914名42,136名41,541名40,682名39,900名38,316名36,667名35,314名32,504名

S35 S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17
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平成２０年度～平成２８年度までの児童・生徒数グラフ
資料４ ※H19.4.1現在の住民基本台帳から抽出（H26～は推定値）

登立小学校

200人

250人

300人

350人

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

上北小学校

20人

30人

40人

50人

60人

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

湯島小学校

0人

5人

10人

15人

20人

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

中北小学校

40人

50人

60人

70人

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

中南小学校

100人

120人

140人

160人

180人

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

維和小学校

50人

60人

70人

80人

90人

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

阿村小学校

100人

120人

140人

160人

180人

200人

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８
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上小学校

150人

160人

170人

180人

190人

200人

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８



平成２０年度～平成２８年度までの児童・生徒数グラフ

今津小学校

100人

150人

200人

250人

300人

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

樋合小学校

0人

5人

10人

15人

20人

25人

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

教良木小学校

20人

30人

40人

50人

60人

70人

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

姫戸小学校

40人

60人

80人

100人

120人

140人

160人

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

牟田小学校

10人

15人

20人

25人

30人

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

高戸小学校

30人

40人

50人

60人

70人

80人

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

樋島小学校

30人

40人

50人

60人

70人

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

大道小学校

30人

40人

50人

60人

70人

80人

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８
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平成２０年度～平成２８年度までの児童・生徒数グラフ

大矢野中学校

0人

100人

200人

300人

400人

500人

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

維和中学校

0人

10人

20人

30人

40人

50人

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

湯島中学校

0人

5人

10人

15人

20人

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

阿村中学校

0人

20人

40人

60人

80人

100人

120人

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

今津中学校

0人

30人

60人

90人

120人

150人

180人

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

教良木中学校

0人

10人

20人

30人

40人

50人

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８
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平成２０年度～平成２８年度までの児童・生徒数グラフ

　ほぼ全学校において、児童・生徒数の減少が見られる。今後の減少についても上天草市全体の出生数
の減少が止まらないため、減少するものと考えられる。
　H19年実施の成人式対象者が464人に対し、平成18年度の出生者数が221人と20年で半数以下の数字
まで落ち込んでいる。
　市全体の数値でも、高齢化率（65歳以上）が30%を超え過疎化に歯止めが掛からない状態である。

姫戸中学校

0人

20人

40人

60人

80人

100人

120人

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

龍ヶ岳中学校

0人

20人

40人

60人

80人

100人

120人

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

大道中学校

0人

10人

20人

30人

40人

50人

60人

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

児童生徒数合計

1,500人

2,000人

2,500人

3,000人

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８
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資料５   学  級  編  制  基  準 

 

学  級  編  制  の  区  分 編制基準 

小 

学 

校 

 
・ 単式学級（同学年の児童で編制） 

第１～２学年 
第３～６学年 
 

・ １年生を含む複式学級 
 
・ 上記を除く複式学級 
 
・ 特別支援学級 
 

 
 
 ３５人 
 ４０人 
 
８人 
 

 １６人※１ 
 
  ８人 

中 

学 
校 

 
・ 単式学級 
 
・ 複式学級 
 
・ 特別支援学級 

 
４０人 
 

  ８人※２ 
 
  ８人 

 
※１ 飛び複式学級を編制することとなる場合にあっては、一方の学年の人数が８人

（１学年を含むものは４人）を超える場合は、複式学級を編制しない。 
 
※２ 飛び複式学級を編制することとなる場合にあっては、一方の学年の人数が４人

を超える場合は、複式学級を編制しない。 
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